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いた価値や見解の対立についての分析を用意する。これにつづいて 1 章「ヴィチ・カンパニの創設J は、アポロシの
生い立ちとヴィチ・カンパニ運動の形成、そして全土を席巻するまでの運動の拡大を描き、 2 章「ブィジーの王アポ
ロシj は、アポロシの権勢が植民地政府による一年半の投獄によってますます高まり、彼の有する超自然的力(マナ)
(mana) への確信をいっそう強めていって、ブイジー =1アポロシの王国J (matanitu) を築いたプロセスが考察され
る。 3 章「ナ・ガウナ、彼の時代」では、七年間の流刑と復帰後の活動について、「彼の時代J (na Gauna) という言
葉を中心に検討する。この 1 章から 3 章は1930年以前の運動の全盛期を扱っており、アポロシがいかに諸勢力の葛藤を
仲裁し権勢を振るうに至ったのかを論じている。
4 章「戦士の首長のマナ」は、ヴィチ・カンパニ運動を特色づ、ける、カンパニ =1会社J による金儲けに焦点、を当て
て、アポロシの大首長としての性格を文化の持続性にのっとって明らかにする。 5 章「可能な意識」では、再度の長
期流刑に処せられたアポロシが本土の支持者たちに送った命令などを分析して、孤島で運動を振り返った彼がどのよ




はまず現代人類学の重要な論題を、 6 章までの議論に照らして次の順序で検討する。つまり、 (1)1 カーゴ・カルト」の




































かとなった。いわゆる「カーゴ・カルト J I千年王国運動J I首長制と近代国家J I近代的な歴史観の摂取J I資本主義
への包摂J I新キリスト教運動」などに関わる重要な問題を、従来の概念枠組みにとらわれないたいへん独創的なかた
ちで提起し展開している。
本論文に関する公聴会は、平成11年 6 月 29 日に開催された。本人は、主査及び副査からの全体また細部にわたる質疑
やコメントに対し、的確かつ詳細に応答し、これによって当該論文が長年にわたる現地調査と文献調査に基づく独自
の研究活動によること、また、本人が当該の研究分野に対して先端的で重要な展望を聞きつつあることが重ねて明ら
かとなった。
以上により本審査委員会は、本論文が博士(人間科学)の学位授与に十分であるものと判定した。
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